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Ⅰ．は じ め に
　看護系大学は，平成２１年４月現在，１７８校までに
増加し１），量的拡大の時代から質を問われる時代
に入っている．特に，ここ数年は，毎年１０校を超
えるペースで大学の新設が続き，慢性的な教員不
足と臨地実習施設の不足が，全国的に大きな課題
となっている２）．その一方で，新卒者の看護実践
能力の到達レベルについては，医療安全の見地か
ら，国民の厳しい目にさらされており３），平成２２
年４月施工予定で６０年ぶりの法改正となる保健師
助産師看護師法の一部改正４）では，看護の質向上
に向けて，卒後の臨床研修その他の努力義務化が
制度化される予定となった．複雑で多様な人々の
健康へのニーズを的確に判断し，専門職として真
に他者への責任を果たすことのできる人材を確実
に育成するためには，これまでにもまして，看護
系大学と臨地実習施設の連携が重要になってきて
いる５）．
　千葉大学看護学部付属看護実践研究指導セン
ターは，全国共同利用施設として，「看護学教育指
導者研修」を文部科学省から受託し，看護系大学
と臨地実習施設の看護師との連携促進を目指した
全国レベルの研修を担ってきた．本研修の目的は，
「臨地実習施設等において看護学生の看護実践を
直接指導する看護学教育指導者として必要な実践
――――――――――――
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要　旨
　本研究は，平成１９・２０年度に千葉大学看護学部が文部科学省より受託した「看護学教育指導者研修」
事業へ研修生を派遣した臨地実習施設，及び研修生派遣を推薦した看護系大学双方への質問紙調査
により，臨地実習指導の充実に向けた看護系大学と臨地実習施設の協働のための研修ニーズを明ら
かにし，新たな研修プログラムのあり方について検討することを目的とする．
　臨地実習施設への調査は，３１施設に送付し，回答数１４，看護系大学への調査は２９大学に送付し，回
答数１０を得た．施設側の看護師の実習指導への理解や関心が高まり，その結果，大学教員との関係が
強化されていること，看護師個人のキャリア発達やモチベーションにもよい影響があることが評価
されていた．研修後の成果の共有に関しては，半数が共有できていない状況であり，その理由は共有
の場をもたないことであった．
　そして，大学側・施設側の担当者の双方に必要とされていた能力は，『調整能力』であり，「臨地実
習施設側の看護師等に身につけてもらいたい能力や資質」としては，大学側は『看護の役割モデルと
なるような指導力』，『アセスメントの言語化と説明能力』を挙げ，施設側が身につけさせたい能力と
してあげていた『経験を教材化する能力』，『指導技術』と重なるものであった．
　以上の結果より，新たな研修プログラムとして次の方向性が示唆された．
１）臨地実習施設・看護系大学双方の臨地実習担当者の協働が強化される研修内容
２）経験を教材化する能力や看護の役割モデルとなる指導力向上をはかる研修内容
３）実習指導のみでなく，長期的なキャリア開発，人材育成の観点からの研修の位置づけ
Key Words：臨地実習，連携・協働，研修ニーズ，看護系大学，キャリア開発
臨地実習指導の充実に向けた看護系大学と臨地実習施設の協働のための研修ニーズ
－看護系大学・臨地実習施設への質問紙調査より－
黒田久美子1　　和住　淑子2
Investigation about the Needs for educational program to facilitate colaboration 
of nursing university and practice facilities in Nursing Practicum
Kumiko Kuroda1，Yoshiko Wazumi2
千葉大学看護学部紀要　第３２号
－70－
指導能力を高め，臨地における看護学教育の充実
を図ること」である．
　本研修は，これまで，研修終了後に受講者にア
ンケート調査を行い，良好な評価を得て継続して
いる事業である６）７）．しかし，前述の看護系大学
を取り巻く状況の変化を踏まえると，受講者本人
だけでなく，受講者を派遣した臨地実習施設側，
受講者派遣を推薦した看護系大学側にも調査を行
い，これまで行なわれた研修の成果を多面的に評
価した上で，臨地実習施設と看護系大学との連携
を促進する研修プログラムを更に充実させること
が不可欠であると考え，本研究に取り組んだ．
Ⅱ．研 究 目 的
　本研究の目的は，千葉大学看護学部が文部科学
省より受託した「看護学教育指導者研修」事業へ
研修生を派遣した臨地実習施設，及び研修生派遣
を推薦した看護系大学双方への質問紙調査により，
臨地実習指導の充実に向けた看護系大学と臨地実
習施設の協働のための研修ニーズを明らかにし，
新たな研修プログラムのあり方について検討する
ことである．
Ⅲ．「看護学教育指導者研修」の概要
　「看護学指導者研修」は，看護学生の看護実践を
直接指導する看護学教育指導者として必要な実践
的指導能力を高め，臨地における看護学教育の充
実を図ることを目的とする文科省委託の研修であ
る．看護系大学からの推薦を受け，当該看護系大
学の臨地実習施設において看護学生の看護実践を
直接指導する立場にある実務経験５年以上の看護
師等を対象とした約３ヶ月の集合研修である． 
看護系大学からの推薦を受けた臨地実習施設の看
護師が受講する研修であることに特徴があり，臨
地実習指導の充実に向けて看護系大学と臨地実習
施設の協働のもと研修生が派遣される研修である．
　学内での講義・演習では，学生理解・自己理解
のための諸理論として青年期の発達課題や看護理
論を学習し，対人関係論として，チーム医療，専
門職連携，また組織やチームにおけるコミュニ
ケーションやプレゼンテーション方法の習得に向
けた演習を実施している．また，看護学教育論，
看護管理論，看護学継続教育論，看護教育方法論
等で基礎的知識を得るとともに，問題解決学演習
で自施設における臨地実習の課題を明確にするた
めの方法論を学習する．その後，学部学生の実
習・学内演習への参加（学生や教員への理解を中
心とする）と研修後に自施設で実施する計画立案
を行い，研修終了後約６ヶ月の時点で成果報告会
を実施している．研修生が自施設で取り組む計画
の課題は，看護師を中心とした施設内での実習環
境の整備や看護師全体の実習指導能力向上，教育
機関である看護系大学との連携・協働の充実を目
指す内容を含んでいる．
Ⅳ．調 査 方 法
　平成１９年度，２０年度に千葉大学が文部科学省よ
り受託した「看護学教育指導者研修」事業に研修
生を派遣した３１の臨地実習施設の看護部長，及び
当該施設で看護学生の臨地実習を実施し本研修に
研修生の派遣を推薦した２９の看護系大学の代表者
（看護学部長，看護学科長等）に対し，現研修の評
価に関する内容，今後の研修のあり方への希望等
からなる自作の質問紙調査を実施した．（以降，
臨地実習施設の看護部長を対象とした質問紙調査
を施設調査，看護系大学の代表者への質問紙調査
を大学調査と略す．）
　調査は，平成２０年度研修プログラムが終了した
後（成果報告会の後）に，文部科学省及び千葉大
学看護学部倫理審査委員会の承認を得て実施した．
対象者に対して，研究の目的と方法，および倫理
的配慮について明記した依頼文書を質問紙調査票
と共に郵送した．調査票への回答は無記名とし，
回答済の調査票は同封の封筒で返送を依頼し，調
査票が投函されたことをもって研究協力への同意
が得られたとみなした．
　データ収集期間は２００９年３月２０日～２００９年４月
３０日である．
Ⅴ．結　　　果
１．回答者の概要
　施設調査は，３１施設に送付し，回答数１４，回収
率４５.２％であった．１４施設の設置主体は，半数の
７施設が独立行政法人（含国立大学法人）であり，
９施設の実働病床数は６００床以上，２施設は約２００
床，看護師数は病床数に比例した人数であった．
また対象施設の多くが看護系大学２～４校に加え
て１～２校の看護師学校養成所の臨地実習を受け
いれており，最も多い施設（実働病床数９００床以
上）では７校（うち看護系大学数が４校）を受け
入れていた．
　大学調査は２９大学に送付し，回答数１０，回収率
３４.５％であった．１０大学の設置主体は，国立大学
法人２，都道府県市（含公立大学法人）４，学校法
人４であった．１学年の定員数は４０～１００名，看護
関係の臨地実習施設数は５～１１０施設であり学年
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定員数と必ずしも比例していなかった．
２．研修評価
　研修評価に関する回答を表１に示す．
　研修生を派遣・推薦した経緯では，『大学側から
の要請』がどちらの調査においても最も多く，研
修生の選考に関しては，『施設が選考』が多く，施
設側に任せている状況であった．その選考の基準
を複数回答で問うたところ，『本人の適性』が最も
多く，『指導年数』や『経験年数』，『本人の希望』
がその半数をしめていた．
　研修のよかった点を上位３つまで挙げてもらっ
たところ，双方とも，施設側の看護師の実習指導
への理解や関心が高まり，その結果，大学教員と
の関係が強化されていることを評価していた．ま
た施設側では，看護師個人のモチベーションにも
よい影響があることを評価していた．研修のよく
なかった点，上位３つの結果は，施設側からは『研
修期間中のマンパワー不足』，大学側からは『募集
から研修開始までの調整機関が少なくあわただし
かった』等があげられた．
　総合評価を４段階で評価してもらったところ，
施設側は『非常に評価している』８，『評価してい
る』６，大学側は『非常に評価している』７，『評価
している』３と高い評価を得た．総合評価の理由
をみてみると，施設側は『仕事へのモチベーショ
ンの高まり』，『所属部署への波及効果』，『キャリ
ア開発につながった』等があげられており，大学
側があげている実習指導という観点のみからでは
なく，経験年数５年目以上の研修生自身の資質の
向上やキャリア発達とその周囲への影響について
評価している点が特徴的であった．
　研修成果の大学との共有では，施設側，大学側
とも半数以上で『あまり共有されていない』と回
答があり，その理由として『共有の場をもってい
表１　研修評価に関する回答結果
質問紙調査②（看護系大学）　回答数10調査項目質問紙調査①（臨地実習施設）　回答数14
・施設と大学の協議（１） 
研修生を派遣
・推薦した経緯
・施設と大学との協議（４）
・大学からの要請（６）・大学からの要請（４）
・施設からの要請（２）・施設からの要請（２） 
・研修生本人の希望（１）・その他（４） 
研修生の選考基準
（複数回答可） 
・本人の適性（１１）
・指導年数（７）
・経験年数（６）
・本人の希望（６）
・その他（１）
・施設が選考（８）
研修生の選考への関与 ・施設と大学の協議（１）
・大学が選考（１） 
宿泊費等の費用の負担
者
・施設（９）
・研修生が一部負担（４）
・大学と施設の折半（１）
・出張扱い（１４）
・実習指導への関心が高まり指導が充実してきた
・教員と共通の課題について検討できるようになった　等よかった点
・実習指導に対する理解の深まり
・大学との関係強化 
・個人のモチベーションの向上　　等
・募集から研修開始までの調整期間が少なくあわただし
かった　　等よくなかった点
・研修期間中のマンパワー不足　　等
・非常に評価している（７）
総合的な評価
・非常に評価している（８）
・評価している（３）・評価している（６）
・学生の受け入れ環境がよくなった
総合的な評価の理由
・個人の資質の向上
・学生への指導姿勢がよくなった・仕事へのモチベーションの高まり
・研修生個人の意識の変容・所属部署への波及効果
・キャリア開発につながった　　等
・非常によく共有（２）
　研修生の活躍　　等
研修成果の大学との
共有の有無とその理由
・非常によく共有（５）
　研修生が双方の窓口となり活動　等
・よく共有（２）
　実習指導に関する講義や演習を通して共有　　等
・よく共有（２）
　実習指導者会議等で共有　　等
・あまり共有していない（６）
　共有の場をもっていない　　等
・あまり共有していない（５）
　直接共有するような場がない　等
・無回答（２） 
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ない』があげられていた．『非常によく共有』の理
由では『研修生が活躍して共有している』が，『よ
く共有』では『会議や講義，演習等で共有してい
る』と回答されていた．共有する場をもつこと，
その際に研修生が共有の窓口の役割を果たせるこ
とが重要だと示された．
３．今後の研修のあり方
　今後の研修のあり方への回答を表２-１，２-２に
示す．
　施設側の「大学の臨地実習受け入れにあたり
困っていること」として，『複数の看護系学校の実
習を受け入れており，年間を通じて負担が大き
い』，『領域や学校間で教員の意識に差がある』が
あげられていた．看護系大学が増えている現在，
複数の学校の実習を受け入れる施設では，複数で
あるがゆえの負担，差異が見えるための不満がみ
られていた．また『スタッフが自信をもって指導
にあたることができない』ことに困っていた．そ
して，「臨地実習指導者に身につけさせたい能力
や資質」として，『経験を教材化する能力』，『指導
技術』等があげられていた．
　大学側は，『実習施設により指導体制に差があ
ること』，『１施設あたりの学生受け入れ人数が少
ないため教員の指導が行き届かない』，『附属病院
をもっていないこと』のように実習施設の確保に
伴う困難とその制限の中で実習指導体制の整備に
困難を感じていた．そして，『学校側との調整能
力』，『対人関係能力』を身につけてほしい能力や
資質としてあげ，『学生に看護の本質をつかんで
もらいたいという熱意』や『学生への動機づけ』
を教員に求めていた．
　大学側が考える「臨地実習施設側の看護師等に
身につけてもらいたい能力や資質」では，『学生の
成長をともに信じる能力』『学生の成長を助ける指
導力』などの学生の成長を支援するための力があ
げられていた．また『看護の役割モデルとなるよ
うな指導力』，『アセスメントの言語化と説明能力』
のように臨床実践の場で指導にあたる看護師が自
ら実践し，アセスメントや状況判断を学生に説明
できる能力が重要視されており，施設側が身につ
表２－１　今後の研修のあり方への回答結果：施設調査
回答内容調査項目
・複数の看護系学校の実習を受け入れており，年間を通じて負担が大きい
・スタッフが自信をもって指導にあたることができない
・領域や学校間で教員の意識に差がある
１）大学の臨地実習受け入れにあたり
困っていること
・経験を教材化する能力
・指導技術　等
２）臨地実習指導者に身につけさせたい
能力や資質
３ヶ月（１０），３ヶ月以上（２），３ヶ月以下（１），無回答（１）３）希望する研修期間
６月～（４），１０月～（３），５月～（２），その他（５）４）希望する研修時期
（　）内は回答数
表２－２　今後の研修のあり方への回答結果：大学調査
回答内容調査項目
・実習施設により指導体制に差があること，附属病院をもっていないこと
・1施設あたりの学生受け入れ人数が少ないため教員の指導が行き届かない
・学校毎に実習目標が異なるため現場が混乱している　　等
１）臨地実習の実施にあたり困難と感じ
ていること
・臨床側との調整能力
・対人関係能力
・学生に看護の本質をつかんでもらいたいという熱意
・学生への動機付け　　等
２）臨地実習を担当する教員に身につけ
させたい能力や資質
・看護の役割モデルとなるような指導力
・学生の成長をともに信じる能力
・アセスメントの言語化と説明能力
・教員と協働する力
・調整能力
・学生の成長を助ける指導力　　等
３）臨地実習施設側の看護師等に身につ
けてもらいたい能力や資質
①研修形態；集中型（７），分散型（３）
②研修期間：２週間（４），１ヶ月（２），１週間（２），無回答（２）
４）自大学の教員を派遣する場合に希望
する研修体制
（　）内は回答数
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けさせたい能力としてあげていた『経験を教材化
する能力』，『指導技術』と重なるものであった．
　そして，大学の教員，施設の看護師双方にとっ
て，身につけてもらいたい能力として共通してあ
げられていた能力が調整能力であった．
　施設側が希望する研修期間としては，現行どお
りの３ヶ月が最も多く，それ以上を望む回答も
あった．大学が教員を派遣する場合に希望する研
修体制は，集中型が多く，研修期間では『２週間』
を希望する数が最も多く，３ヶ月以上の希望はな
かった．
Ⅵ．考　　　察
　以上の結果より，臨地実習指導の充実に向けた
看護系大学と臨地実習施設の協働のための研修
ニーズが明らかになった．それに基づいて，現行
プログラムの継続・強化すべき内容と，あらたな
研修のあり方について考察する．
１．現行プログラムの継続・強化点
１）調整能力
　本研究の調査において，臨地実習施設側，大学
側双方ともに身につけることが必要とされた能力
として挙げられていたのは，『調整能力』であった．
今回の調査で，実習施設が受け入れる大学数，大
学の臨地実習施設数とも予想以上に多く，『調整
能力』が求められる背景が示された．
　原田は，看護や周辺領域の調整に関する先行研
究から，「今日の調整（コーディネーション）の特
徴は，人々やモノを使命（目的）に結びつけるた
めに全体を見渡しながら，専門的サービスによっ
て組織間・人間関係間の橋渡しを行なうことにあ
ると考える．」，「調整者は，サービスの効率と質
（継続，協働，調整）を重視し，コミュニケーショ
ンを核として組織目的に対象者を「結びつけ」，
「動機づけ」を図る．」と概念を整理している８）．複
数の看護系大学等が実習する施設において，各々
の実習の目的や看護サービスの目標を理解した上
で，学生，受け持ち患者・家族，施設内の医療福
祉関係者，大学の教員と良好なコミュニケーショ
ンをとり情報共有することが重要である．現行の
プログラムにおいても，その理解・習得のために，
各々の専門性や仕事を尊重し協働する専門職連携
やコミュニケーション等について講義・演習を実
施している．そして，個々の研修生が各自の課題
解決をはかる過程で，大学の教員や同僚に働きか
けており，その過程で調整能力は向上していると
考えられた．しかし，目標や科目名に『調整能力』
という言葉を用いていないので，研修修了時に実
施している評価アンケートでも『調整能力』を評
価していない．また，調整能力に関しての内容に
触れている授業科目は、対人関係論だけでなく、
看護学教育方法論やその他の演習にも散在されて
いる。研修ニーズに照らして研修受講が選択でき
るため，また研修評価が適切に出来るように，科
目名の見直しや，研修内容の整理が必要だと示唆
された．
２）臨床実習担当者の学生の成長支援に関する理解
　大学側が臨地実習施設側の看護師等に身につけ
てもらいたい能力として，『学生の成長をともに
信じる指導力』や『学生の成長を助ける指導力』
をあげていた．現行のプログラムでは，看護学部
の実習に一緒に参加し，学生や教員への理解を中
心として見学実習を実施している．研修生は，学
生が実習中に自ら学習をすすめ，成長しているこ
とを理解し，また学生の成長を信頼し支援する教
員の姿勢や指導内容を近くで見ることで，学生の
成長を信じて，学生の成長を支援することを体験
的に理解していた．「何か教えなくていけない」で
はなく，学生が自ら学び成長する支援が重要であ
ると理解する上では，現行のような学生理解，教
員の支援の理解を中心とした実習参加は有効であ
り，研修ニーズに合致していることが確認できた．
２．あらたな研修内容の必要性
１）臨地実習施設・看護系大学双方の臨地実習担
当者の協働が強化される研修
　本研修では，研修生各自が自施設で取り組む計
画を立案し，半年後に成果報告会をしている．研
修の成果としては，実習環境や看護師の実習指導
能力，看護系大学との連携・協働に関する課題と
その解決プロセスが報告されている．このような
成果報告に含まれる活動自体が「臨地実習指導の
充実」や「看護系大学と臨地実習施設の協働」を
示すが，このような成果を看護系大学と共有でき
ることで，さらに「看護系大学と臨地実習施設の
協働」が促進され，「臨地実習指導の充実」が図ら
れると期待される．しかし，研修後の成果の共有
に関しては，半数が共有できていない状況であり，
共有の場をもたないという理由があげられていた．
　現行のプログラムでは，臨地実習施設の看護師
のみが研修を受講し，施設側から大学に働きかけ
ることで双方の協働の促進を期待している．共有
の場を積極的に作り出すためには，例えば共有の
場をもうけることを研修後の必修の課題とするな
ど，臨地実習施設・看護系大学双方の臨地実習担
当者の協働が強化される研修の課題や内容を検討
していく方向性が示唆された．
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２）経験を教材化する能力や看護の役割モデルと
なる指導力向上をはかる研修
　看護基礎教育の課程で学生が実習で実際に経験
できることには限界があり，「学生がケアプラン
を立てるのは，その時そこで受け持った患者にの
み，その時点で可能な最善のケアをするためでは
なく，最善のケアはどのように考えて組み立てて
いったらよいかを実際にそれを実施した結果から
自分で学んでいくためである．」９）と言われるよう
に，学生は自分が経験した現象を素材として学習
をすすめる．その過程における教員や臨地の看護
師の役割について，安酸は『教材化』という言葉
で次のように説明している．「看護学実習におい
ては，学生は受け持ち患者やその家族あるいは看
護婦（原文のまま）・スタッフとの関わりの中でさ
まざまな経験をする．教師は，そうした学生が自
分で経験した事実あるいは現象の中から，典型的
で具体的なものを素材として切り取り，学生との
対話により教材化して教授＝学習活動を展開して
いく．」１０）
　本調査では，『経験を教材化する能力』は，臨地
実習指導者に身につけさせたい能力や資質として
回答されていた．臨床の看護職は，実践は得意だ
が説明することを苦手とする者が多く，学生や自
分自身が経験した看護の現象の意味や，そこから
何を学習できるかについて学生と対話することを
苦手とすることが本調査の研修ニーズとして示さ
れたと考える．一方，大学の教員は経験を教材化
することに慣れており，また学生の看護役割モデ
ルとして何が必要であるかをよく知っている．そ
こで，学生の経験を教材化する能力や看護の役割
モデルとなる指導力向上をはかる研修では，臨地
実習施設の看護職と大学の教員がセットとなり，
実際の事例を用いて教材を作成し，また看護の役
割モデルについて検討していくような研修が望ま
しいのではないかと考えた．研修で一緒に検討す
る過程において，お互いへの理解もすすみ，その
後の連携・協働が強固になるのではないかと期待
される．
３）看護師としての資質の向上やキャリア開発に
つながる研修
　研修のよかった点として臨地実習施設側から評
価されていたのは，実習に関連したことのみでは
なく，研修生個々の資質の向上やキャリア発達と
その周囲への影響についてであり，それが特徴的
であった．５年目以上の中堅看護師は臨地実習施
設にとってはまさに人財であり，その看護職たち
の能力向上が組織全体に与える影響は大きい．実
習指導のみではなく，長期的なキャリア開発，人
材育成の観点から研修を位置付け，看護職らに希
望される研修としての方向性も検討できると考え
る．
Ⅶ．お わ り に
　本調査にて臨地実習の受け入れ状況を確認し，
また評価を得たことで，担当する教員と施設側の
看護師のご苦労をあらためて実感した．看護系大
学と臨地実習施設の連携がますます重要になって
きている現在，連携の促進に向けて検討していき
たい．
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